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( 太分県知事表彰を受けきした♪ )
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九重町ボランティア協議会
事  務  局

〒879-4803九 重町大字後野上17-1

九重町社会福祉協議会

九重町ボランティアセンター内

TEL:76-2500/′ FAX:76-3835
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令和5年度    |t九

重町ボランティア協議会の活動
‐・

九重町ボランティア協議会は、総会で承認をいただいた令和5年度事業計画

及び予算に沿つて活動を行います。ご協力よろしくお願い致します。

《令和 5年度 事業計画 》 《令和5年度 予算 》

*その他各種事業への参加協力
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６
月
５
日

（月
）
に
、
九
重
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
５
年
度
九
重
町
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
協
議
会
総
会
及
び
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
各
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
や
個
人
ボ

ｏ

ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
５
０
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
前
年
度
事
業

・
決
算
報
告
、

今
年
度
事
業
計
画

・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
承

。

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
講
演
会
も

，

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

「地
域
共
生
社
会

。

の
実
現
に
向
け
た
音
楽
の
あ
り
方
～
音
楽
療

法
の
実
際
と
そ
の
可
能
性
～
」
と
題
し
て
、

０

音
楽
療
法
士
の
遠
江
亮
子
さ
ん
を
講
師
に
招

い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠
江

。
」繊胸囀刹ツなか川膨浸齢碑章訂酔に陥

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

総
会
の
様
子
　
　
　
講
演
会
の
様
子

月  日 活 動 内 容

4月 5日 はづきの会総会

12日 かっこうの会総会

18日 キスゲの会総会

21日 ボランティア東総会

28日 ボランティア南総会

28日 監査会・第1回役員会

5月 22日 献立検討委員会

6月 5日 九重町ボランティア協議会総会・講演会

8日 玖珠町ボランティア連絡会総会・講演会

9日 県ボランティア連絡協議会総会・研修会

7月 14日 九重町ボランティア協議会広報紙発行

24日 献立検討委員会

9月 上旬 第 2回役員会

25日 献立検討委員会

29日 日田玖珠ブロック研修会

10月 役員視察研修

11月 20日 献立検討委員会

8～ 12月 大分県ボランティア連絡協議会合同研修会

1月 第20回 大分県ホ
゛
ランティア・NPO推進大会

1月 22日 献立検討委員会

2月 中旬 第 3回役員会

3月 25日 献立検討委員会

《収入の部》 (単位 :円 )

科 目 予 算 摘  要

●   △   :ヨ壁,

l.7ミ  ]乳 1.会 費 18,000 グループロ個人

2.助成金 ¬.助成金 510,000 町社協、 県ボラ連

3.雑収入 ¬ 雑収入 316 預金利子
過年度分個人会費

4.繰越金 1 繰越金 247,684 前年度より

合    計 776.000

《支出の部》 (単位 :円 )

科 目 予 算 摘  要

1.会議費 ¬ 会議費 12,000 総会時、監査時弁当代

2.事業費 505,000

1 会報紙発行 41,000 印刷代

2 総会・講演会 50,000 講師料・講師旅費・飲物代

3.献立検討委員会 15,000 献立作成料・講師旅費

4 研修会費 300,000 県大会参加費・研修会等

5.収集活動 10,000 エコキャップ等送付

6 旅費・日当 89,000 旅費・日当等

3.事務費 1 事務諸費 36,000 消耗品費・通信費

4.助成金 1 グループ助成金 165,000

5.負担金 1.負担金 20,000 県ボラ連負担金

6.予備費 ¬ 予備費 38,000

合   計 776,000

九
重
町
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

締
会

・
講
演
会

饉魏

グループ助成金
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九
重

町
ボ

ラ
ン
テ

イ
ア
協
議
会

で
は
８

つ
の
団
体
と
、
個
人

の
方

が
積
極
的
に
ボ

ラ
ン
テ

イ
ア
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

◎
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
人
暮

ら

し
高
齢

者

や
高

齢

者

世
帯
等

に
月

に

２
～

３
回
お

弁
当

を
作

っ
て
、

各
地

区

で
届
け

て

い

ま
す
。

（
東
飯
田

・
野
上

。
飯
田

。
南
山
田
）

ｏ
　
◎
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

目
の
不
自
由
な
方
等

ｏ
　
の
た
め
に
、
広
報
こ
こ

の
え
を
朗
読
す
る
活
動

。
　
を
し
て
い
ま
す
。

◎
手
話
サ

ー
ク
ル

地
域
で
生
活
す
る
聴
覚
障
が
い

者
の
方
と

一
緒
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

レ

０
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0   ●

フ 一
緒
に
活
動

し
ま
世
ん
か
ｆ

0
◎
給
食
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

～
メ
ニ
ュ
ー
決
定
に
あ
た

っ
て
～

「
献

立

検

討

委

員

会

」

２
ケ
月
に

一
度
、
献
立
検
討
委
員

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

栄
養
士

の
小
岬
礼
子
さ
ん
に
献

立
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
各
地

区
か
ら
４
名

（
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
東

・

石
田
初
代
さ
ん
、
は
づ
き

の
会

・

帆
足
由
美
子
さ
ん
、
キ
ス
ゲ
の
会

・

竹
内
美
津
子
さ
ん
、
ボ

ラ
ン
テ

イ

ア
南

・
石
丼
み
さ
子
さ
ん
）
の
代

表
者
が
集
ま
り
、
メ

ニ

ュ
ー
に

つ

い
て
意
見
を
出
し
含

っ
た
り
色
々

な
情
報
が
交
換

で
き
る
学
習
の
場

と
な

っ
て
い
ま
す
。

自
分

の
特
性
を
生
か
し
た
い
、

仲
間
づ
＜
り
や
余
暇
を
利
用
し
て

か
始
め
た
い
と
思

っ
て
い
る
方
、

ラ
ン
テ

ィ
ア
に

つ
い
て
詳
し
く

り
た
い
と
い
う
方
は
ボ
ラ
ン
テ
イ

セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
＜
だ
さ

０

０

０

０

０

い ア 知 ボ 何

安
心
の
中
で
活
動
を
！

《ポランティア活動保険加入プラン》
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ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

九
重
町
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
協
議
会
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
全
員
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

（掛
け
金
は
全
額
社
協
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
）

活
動
中
に
事
故
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す

ぐ
社
〈発
卵
跳
聖
菌
一環
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
＜
だ
さ
い
。
補
償
期
間
は
、
加
入

手
続
き
を
完
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
年
度
末

の
３
月
釧
日
で
す
。
保
険
の
更
新
に
伴
い
、

毎
年
年
度
末
に
会
員
名
簿
の
見
直
し
と
活
動

継
続
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

九
重
町
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー

困
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（
九
重
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
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基本プラン 1人  350円

天災地震
補償プラン

1人  500円

特定感染症
重点プラン

1人  550円

役

員

紹
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▼
会
　
長
　
矢

野
　
ミ
ツ
子

（か
っ
こ
う
の
会
）

▼
副
会
長
　
工

藤

　

涼

子

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
南
）

▼
理

事

武

石
　

保

郎

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
東
）

▼
理
　
事
　
原
　
　
　
泰

三

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
東
）

▼
理
　
事
　
矢

方
　
佐
代
子

（は
づ
き
の
会
）

▼
理
　
事
　
足

立
　
紀
美
代

（は
づ
き
の
会
）

▼
理

事

赤

峰

　

智

子

（キ
ス
ゲ
の
会
）

▼
理
　
事
　
森

　
　
八
重
子

（キ
ス
ゲ
の
会
）

▼
理

事

工

藤

　

徳

子

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
南
）

▼
理

事

若

杉

　

廣

子

（風
船
バ
レ
ー
）

▼
理

事

増

田

啓

次

（ふ
き
の
と
う
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（令
和
５
年
度
）

▼
酔
ユ

▼
酢
ユ

事   事

吉

武

　

千

鳥

（か
っ
こ
ンつ
の
〈
ム
）

若

杉
　
ひ
と
み

（風
船
バ
レ
ー
）

（
〈

ハ　
ハ



ふ
き
の
と
う

会

長

一
増
田
啓
次

（会
員
数

＝
名
）

「ふきのとう」は現在会員 11名 で活動 していま

す。手話の学習、交流を目的に社協主催の手話

講習会を終了した後、継続 した勉強の場 となっ

ています。地域で生活する聴覚障がい者を囲ん

で、様々な交流活動を行っています。 コロナ禍

で近年、皆さんで集まつての交流がしにくくなっ

ていますが、手話言語の普及にむけての取 り組

みも進んでいます。

その一つ として、隣の玖珠町において手話言

語条例が制定されたことは大きな前進です。 日

田玖珠聴覚障害者協会をはじめ様々な方々の尽

力により成立いたしました。これを契機に日田

玖珠地域での手話の普及がさらに進んでいくよ

うに取 り組んでいきたいと思います。

また、 6月 8日 ～ 11日 には、第 71回全国

ろうあ者大会ln大分が開催 され、全国から多く

の方々が参加 されま した。 70年 ぶ りの大分大

会が大盛況の開催 とな りま した。ふきの とうも

微力なが らお手伝い 。参加いた しま した。
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ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
東

会

長

一　
武
石
保
郎

（会
員
数

３８
名
）
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三
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肝

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
扱
い
が
、

イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ

と
同
じ
扱

い
の

５
類

へ
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴

い
活
動

の
制
限
も
緩
和

さ
れ
、　
マ
ス
ク
も
外
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま

だ

マ
ス
ク
は
外
せ
な
い

一
人
で
す
。

い

つ
に
な

つ
た
ら
収
束
す
る

の
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
環
境

の
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
九
重
町
ボ

ラ

ン
テ
イ
ア
協
議
会

の
総
会

は

一
度

も
中
止
す

る
こ
と
な
く

（書
面
開

催
含
む
）
開
催
す

る
こ
と
が

で
き

ま
し
た
。

こ
れ
も
偏

に
皆
様
方

の

ご
支
援
ご
協
力

の
賜
だ
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ

て
、
去
る
６
月
５
日
に
九
重
町

ボ

ラ

ン
テ
イ
ア
協
議
会

の
総
会
が

開
催
さ
れ
、
令
和

５
年
度

の
活
動

計
画
及
び
予
算
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
役
員

一
同
は
、

こ
の

活
動
計
画
に
基
づ

い
て
歩
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
皆
様
方

の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
共
に

頑
張
り
ま
し
よ
う
ｃ

（
М

。
Ｙ
）

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
匡

日本では少子高齢化が顕著になっています。

この懸念は 50年前か ら問題視 されていたよ う

ですが、誰 も真剣 に取 り組まなかった結果が今

で しょう。 2025年 には団塊の世代 (昭 和 2

2～ 24年生まれ)の方が 75歳以上の後期高

齢者 とな り、また全人 口の 3分の 1が 65歳以

上の超高齢化社会にな ります。

そんなことを心配 してか 30年 ほど前給食ボ

ランティアは、高齢 の方や、買い物に行 けない

方、体が不 自由な方な どの希望者の方 にお弁当

をお届 けす るよ うになったよ うです。ただ、私

は活動に参加 して 15年 にな ります。受給者 は

倍以上になっていますが、活動の方法はほ とん

ど変わっていません。特 にこの 3年間はコロナ

に活動 を邪魔 され、会食や研修旅行や忘年会等

もできませんで した。ボランテ ィア東役員会で

は、年度末にせめてもの「ごくろうさん」とし

て、活動会員さんや退会された方に『いつかは

給食をもらう方になるかも?で きるだけこの活

動を広げていきましょう』という挨拶文をつけ

て感謝の弁当を配りました。

はたして 5年後、 10年後も給食をいただけ

て 「ささえあい」が続 くでしょうか ?こ れは行

政も社協も「俺は、私は大丈夫」 と思っている

方も、みんなで考えていかなければならない大

きな課題だと思っています。
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